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林 堅 太 郎
Ⅰ は じ め に
第二次大戦期アメ1)カの経済動員をめぐ-'て,鋭 く捉起された論点の一つは,
















1) レ-こソ,さしせまる破局,それとどう闘うか.｢t,-ニソ全集｣25巻 (大月版 ,315ページ).
2) HymanLumer,WLZTBkonomyandCrぴあ.1954,小椋広勝訳 ｢戦争経済と恐慌｣｡
























































8)JM KeyneS.'TheUnitedStatesandtheKeynesPlan."TheNew ReM Lu-,29,
July1940,p 158





















































10) 拙風 儀先制鑑と戦時統制手段の開発,｢経済論叢｣第110巻第 6号,昭和47年12月｡
loo (462) 第 111巻 第 5･6号
第1壷 連邦政府の財政支出 (単位.億ドル)
1940 1941 1?42 11943194･1945-8_307.1～
3367 53 202 578 L 902 972 660
3芸… ‖ ; 60142 5封 8-…Z 63909 62598
陸 軍 省 1674 1 9 73 295 L チ65 -492 340

















































102 (464) 昇111着 第5･6号
舞2表 1944年における所得税申告
所 得 (ドル) 申 告 数(千人) 総 所 得 税 額 税 率 税 額 の(億Fル) 比 率(形)

























第 4蓑 国債所有者分布 (直接 ･完全保証債券)(単位億ドル)




ち,その半分を租税で賄 うために, 160億 ドルの増税が必要である, と議会に
要請したが,励政委員会委員瓦 シ手-ジ議員は,議会としては, もはや60億
ドル以 上の増税は無理である,と述べ,この要請を拒絶した15)o





















































金 ･預金操作とならぶ国家資金の操作.すなわち,イソ71/- シ コンを全般的













それは, もちろん, ｢緊急工場設備貸付契約 (EmergencyPlantFaclltleSCont･
fact)｣ や, ｢復興金融会社 (Recol'StTuCtlOnFinanceCDrpDra亡ion)｣の子会社であ















拙稿,優先-制度と戦時統制手段の開発, ｢経済論叢｣第 110巻第 6号参親｡
18) 国防諮問委員会生産部長,クヌー ド七ソは,｢自動車製造業者協会｣の会長を集め.飛行煉部
























省による ｢別個の価格政策｣を軍需調達のみに適用させようとしたか らで あ
14144ドルにまで引き下げることが可能になった｡
D M N elson.ob cit,I)230
20) WPB,DZreCtLT畑No2(331942).U S.CIVLILm ProductionAdmlnlStratlOn,Industrial
MoblL2:at10nForWar,1947,I)522_
21) WPB.DwleCttVeNo2,am en`立d (10.101942) 1 生産･訴渡の迅速性,2 新規鶴械
装備需葬のti]選,3 労働力不足地域の回避.4 特殊生産能力の保存,5 できる限り多くの企
業への軍需生産の拡張.6 低価格｡
22) WPB D花′eCt打eNo2,amen`滋d (189.1943)1 生産.譲渡の迅速性.2 人的資源へ
の考慮検討,3.個 の々企業との契約に廉しての盲らに5つの要件 (a 生産のコストと効果,b
特殊生産鰹力の保存,C 中小企業との閉息 d 新規政械装備需要の回避,e 輸送における節
約)0
23) すでに｢国防覗化促進法 (NatlOnalDefenseExpedltLngActof2,July1940)｣此 ｢コス




108 (470) 第 111巻 第5I6号
る24)o
｢この (軍需品の)価格上昇の一般化は,多 くの方面で,複雑 な病弊であると
みられている｡他方,戦時産業動員の初期においては,軍需契約に高価格をつ
けることは, このような状態の もとでの最 も望ましい政策であるとみなす もの
もいた｡
それは,急速な戦時産業転換 と軍需生産-の強力で拒否できない魅力になっ
ているし,同時にそれは,政府がすべての課題に優先 して軍備言1画を行 な うこ
とを裏書 きす るし,契約者 に豊富な財政的援助を与え,遅延のない生産 を契約
名に約束 させ る, とい うものであった.｣25)
調達価格の統制 を,価格統制局の全般的物価統制か ら除外 しようとす るこの
狙いは,一つには,インフレーシ ョン統制 との関連で,一つには,調達価格 の
設定基準をめ ぐる問題 との関連で大 きな議論 をひきお こした｡
価格統制局がィ./フレーシ ョン統制強化のた馴 こ1942年 7月に,｢最高価格
規制136(Maxlmum PrlCeRegula[10n136,1 7.1942)｣で, ガソリン ･蒸気 ･デ
ィーゼルエンジン,ポソプ, コンプレッサー, ラジオ, レーク-設備について













































27) ArmyServICeForceE,MiLnual,M 601,Plu<mBm WarCo′ztracts.ppl12
110 (472) 第 111巻 第5･6号
第 5蓑 公正価格への報酬 (同一コストの三会社についての仮定上の再商議)














(出所) R E Smlth,TheAr7Lyand血 o加mwMobtliZatWn,P 383 1lustrat10nreprO-
dlCedfrom page48,E)こhlblt30,HLgEor3JOfOTdZuZTZCePricePulむy














第 6表 第二次大戦期の陸軍省 契約 (固定価格制とCPFF制の相対比)
単位百万ドル ()は/i一七ソト
(注) 50,000ドル以下の契約ならびに,維持費.建設施設関係は含まれていない｡









つは ｢固定価格制 (FIXCdPrlCe)｣であった｡ ここで杜, この ｢コス ト ブーラ
ス .固定利益制｣と ｢固定価格制｣の相異と問題点にふれるわけにはいかない
112 (474) 第111巻 第5･6号
が,いづれ も,丁且決められた調達価格を,戦時契約価格調整局が再商議する




その結果は,第 7表に示 されるような利潤の按分比率 (再商議による政付への




で示 されている. そして軍需 3()OO
産業の利益率は, ｢固定価格
制の場合は税引前 8.8%, 税 25()O





利益率は 2 4% となり, これ 1｡〔)0
は, 1936-1939基準年度の利
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30) SeymourE_HarrlS,EhreandReZELtedConlrr'l3m f71(,UnztL,A State-,1945.p 1
31) S E ノ､リスの同書によれば,総個人府巷は,1939年の141庶ドノレから,ユ943年の527億ドルへ
と急増しているO
なおイソフレー ショソ管理の重要性を指摘し,貯蓄奨励を戦時統制手段の有効な武藤とみなし
た代表的見解札 JM KeyneSのHow toPのJforsheWar.1940,にみられる｡
観時調達価格と価格統制 (477) 115



















32) DonaldH Wallace,` DevelopmentofPrlCeControlandTransltlOnPrlCeProblernS,"
SeymouLE HarrlSedited,& on om妃ReconstnEL-tWn,1954,p196.
116 (478) 第111巻 第5I6号
ながらも ｢企業合理化｣運動の ｢強要｣手段となり,調達契約をめぐる競争の
中で,下請 ･系列化などの産業再編 ･､集中が進行すること｡他方では,差別的
物価体系,価格管理を通じて,労働力流動性の昂揚なども含んだ構造政策遂行
の強力な武器となり,こうして,産業配置と労働力配置の急速な転換がはから
れていくということを示している,のではないか,と考えられるのであるC
結論的にいえは,戦時経済において,独占体による生産力の発展と,i-;う
レ-シ//の進行は,むしろ併行的に進みうるのであって,-方的な生産力崩
壊論や.一面的な ｢生産力や総需要の必要からする｣独占利潤の制限説などは,
いずれも当時のア メ リカ経済の現象の一部をいいあてていても,その本質的内
容を充分つかみきっていないのではなかろうか｡そしてこれこそが小論の核心
なのである｡
